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──今回の事態の背景は。
宮原参事官 統計証明や日本での
水揚げデータを分析すると、台湾の
漁獲報告に明らかにおかしいと思わ
れるデータが見られることが、かね
てから指摘されていました。昨年の
ＩＣＣＡＴでもすでに問題になって
いたのです。たとえば、インド洋で
操業する隻数が変わっていないのに
漁獲量が倍増するとか、政府の責任
のもと提出しているはずのデータが
明らかに改ざんされていました。そ
れが今年７月、日本でマグロの運搬
船が海上保安庁に摘発され、そのか
らくりが一気に表面化しました。漁
獲した海域や漁船名や魚種を詐称
し、漁獲枠のルールを逃れる行為が
常習的かつ広範囲に行われているこ
とが明らかになりました。
この事態に対し、日本政府は８月
に代表団を派遣してまでして、台湾
政府に緊急な実態捜査を要請しまし
たが、台湾政府の対応は鈍く、ＩＣ
ＣＡＴ会議前にようやく実施したの
が日本の摘発した漁船３５隻のうち、
７隻に対する３ヶ月の停船です。何
よりも残念なのは、組織的に広範囲

で行われている行為を根本的に見直
そうという意思が台湾政府に見られ
なかったことです。こうなると、も
し日本政府がそうした事態を知りな
がら目を瞑ったとすれば、日本もル
ール違反に加担したことになってし
まいます。我々は問題指摘をＩＣＣ
ＡＴで行わざるを得ませんでした。
台湾はマグロ漁業において現在で
は最大の勢力を有します。日本は世
界一の座を奪われた形ですが、これ
を不快に思って嫌がらせをしている
と誤解されるとすれば心外です。も
はや台湾からの供給なくして日本の
市場は成り立たないし、台湾のマグ
ロ漁業は重要な日本のパートナーと
認識しています。だからこそ、私自
身何度も台湾に出かけて、政府ばか
りでなく業界の方たちとも直接対話
してきているのです。しかし、台湾
漁船はあの手この手を使い、国際資
源管理のルールを逃れることに相変
わらず熱心で困ります。このような
ことが続けば、持続的かつ安定的な
マグロの供給は確保できず、日本に
とっても困ることになるのです。も
ちろん、不公正な国際競争の中に日

本漁船を置くという意味からも、現
在の台湾の状況は看過できません。
これまで、国際資源管理機関は再三
にわたり台湾に注意、警告を発して
きましたが、結局、事態は改まりま
せんでした。その結果として、残念
ながら、今回ＩＣＣＡＴが台湾に対
し「資源管理を滅殺する国」として
の烙印を押すことになったのです。
──ルールを守らない点では中国
にも厳しい指摘があったようです
が、中国に烙印は押されなかったよ
うです。その違いなぜですか。
宮原参事官 中国も漁獲枠を超過
していました。ルールを破ったわけ
です。しかし、中国はすぐにその非
を認め謝罪し、超過分を今後の枠か
ら返済することを自ら宣言しまし
た。世界中で大型延縄船の隻数をこ
れ以上増やさないと近々宣言すると
も表明しました。（２面につづく）

世界一の隻数を持つ台湾のマグロ延縄漁業に、国際社会が!ノー"
を突きつけました。これまでのような注意・警告ではありません。１１
月２１日まで米国・ニューオリンズで開かれた大西洋まぐろ類国際保存
委員会（ＩＣＣＡＴ）は、１年間という期限を設け、改善が見られな
い場合には「国際漁業の世界からの退場」を迫ったのです。１年後、
もし国際社会が納得いく解答を台湾が示さなければ、最悪の場合、台
湾産マグロの輸入禁止措置が実施されるおそれがあります。急速に隻
数を増やし、ＯＰＲＴのメンバー国でもある台湾がなぜここまで追い
込まれたのか、これから台湾がすべきことは何か。ＩＣＣＡＴ議長で
日本政府代表でもある水産庁の宮原正典参事官に聞きました。

（インタビュー・浮須雅樹）
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─ みんなの力で おいしいマグロを いつまでも ─
発行・社団法人 責任あるまぐろ漁業推進機構

台湾がすべきことはひとつ 責任ある国際漁業体制構築を
ＩＣＣＡＴ議長
を 務 め た宮原正典水産庁

参事官に聞きました いま台湾がすべきことは？



（１面からつづく）
しかし台湾は、この時点でもまだ
「インド洋の漁獲が急増しているの
は、大西洋の漁獲物をインド洋のも
のだと詐称したのではなく、実はイ
ンド洋でメバチ漁船の隻数を増やし
たためだ」など、言い訳に終始しま
した。自己弁護は必要ですが、問題
を正面から受け止める姿勢が見えな
かったため、無責任と受け取られ、
出席者の怒りを買うことになりまし
た。さらにその言い訳は、漁獲量を
増やしてはいけないことになってい
るインド洋でのルール無視を自ら宣
言してしまったこと
にもなりました。１
月のインド洋まぐろ
類委員会（ＩＯＴＣ）
でまた制裁対象とな
りかねないという、
墓穴を掘った形で
す。
──台湾がここまで追い込まれた
原因はどこにあると思いますか。
宮原参事官 台湾政府が政府とし
ての責任を十分果たしてこなかった
のが大きい。対応がいつも後手後手
で自主的に解決する姿勢が弱いので
す。問題が明白になってもそれを認
めず言い訳ばかりでは、国際社会で
は通用しません。台湾政府内部で、
国際問題に対するリーダーシップが
明確ではありません。だから決断も
できない。それが、結局は台湾の評
判を落とし、台湾の利益にはつなが
っていないと思います。実際に悪い
ことを行っているのは台湾のマグロ
漁業者ですが、それを再三指摘され
ながら是正、管理できなかった台湾
の政府の責任も大きいと思います。
──日本はこの問題にどう対処し
たのか。
宮原参事官 台湾の行動に対する
非難は日本でも強い。ただ、日本は
台湾を突き放したわけではありませ
ん。「資源管理を滅殺する国」とし
て特定することにも日本は「特定ま
でしなくても」ととりなしましたし、
協力的非加盟国の地位が継続できる
よう配慮しました。しかし、私自身
が台湾と交渉しもう１４年、個人的に
は台湾の改善を終始願ってきました
が、正直やや疲れました。
──これから台湾がすべきこと
は。
宮原参事官 台湾の官民が一致し
て、自らの手で事態を打開しようと
いう決然とした行動が強く望まれま
す。基本的な姿勢を自らの手で示し
実行できるか。もう、態度だけで実

行が伴わないことは許されません。
まず、漁獲規制にあった隻数制限、
いわゆる減船を即刻打ち出すべきで
す。それもスピードをもって。なぜ
なら、今回のＩＣＣＡＴの措置は、
ほかの海域にも必ず波及します。１
年後なんて待っている余裕はありま
せん。年明け後にもどれだけ明確な
態度を示せるかだと思っています。
そのうえで自ら関係国を説得してま
わらないといけない。それほど、い
まは台湾にとって非常に危機的な状
況なのです。これまでと今回はまっ
たく事態が違うことを認識しないと

いけません。もし今回の対応を誤れ
ば、国際漁業の社会において、台湾
の漁業の将来はなくなるでしょう。
万が一にも、まだほかの国で加工し
て持ってこようとか、何か逃げ道を
探すことを考えるようであれば、台
湾は完全に国際漁業の社会から排除
されることになると思います。
──ＯＰＲＴにとって設立からの
メンバー国がこうした事態になり、
ＯＰＲＴは今後どのように対処すれ
ばいいのでしょうか。
宮原参事官 ＯＰＲＴはもっと責
任をもって、メンバーである台湾の

状況を精査していかないといけな
い。ＯＰＲＴ自身が水産庁と一緒に
なり、台湾の襟を正させる役割を果
たすことが重要です。ＯＰＲＴにそ
れができなければ、ＯＰＲＴの存在
意義が問われることになります。な
ぜなら、ＯＰＲＴにとっては、台湾
という、日本市場の大事なマグロ供
給源を維持していくのもひとつの大
きな使命だからです。ＯＰＲＴもそ
のことに気付き、透明性の高いモラ
ルの確立を急がないと、ますますマ
グロの安定確保が難しくなります。
──日本のマグロの貿易・流通業

界は今回の結果をど
う捉えればいいので
すか。
宮原参事官 これ
までと同様に、日本
の関係業者自身が台
湾のルール破りを許

し続ければ、日本も台湾と同類とみ
なされます。そうなれば、日本に安
定してマグロを供給はできなくな
り、結果的に流通業界も自分で自分
の首を絞めることになります。自分
は何も加担していないではもう済み
ません。自分たちの仲間にそうした
ルールを無視する行動がないか、自
浄作用をもたないといけない状況に
きています。今回のＩＣＣＡＴの台
湾に対する措置は、そうした意味も
含んでいるのです。それほど深刻な
状況だということを真剣に考えて頂
きたいと思います。

第第１１４４回回ＩＩＣＣＣＣＡＡＴＴ主主要要結結果果
【メバチ資源管理措置】
２００５年から２００８年のメバチ保存管
理措置が合意された。国別の漁獲の
能力制限（２４%以上の大型漁船）で
は中国４５隻（延縄、昨年まで６０隻）、
パナマ３隻（巻網）、台湾９８隻（延縄、
１２５隻）、フィリピン８隻（延縄、５
隻）となり、２００５年の９０，０００$のＴ
ＡＣは、日本２７，０００$、中国５，４００$、
ＥＣ２５，０００$、ガーナ４，０００$、パ
ナマ３，５００$、台湾１６，５００$に配分
された。なお、中国および台湾は、
超過分の返済のために、中国が２，５０
０$を、台湾は８，０００$の超過分を５
年間で漁獲枠から差し引く。また、
小型魚の漁獲を減らすために、現行
のＦＡＤｓ規制に加え、ギニア湾を
１１月に全面禁漁することになった。
【クロマグロ資源管理措置】
!クロマグロ畜養に関するデータ
の欠如の問題で、データ取得体制の
強化が決まり、小型魚多獲を削減の

目的に、地中海の１０#以下の小型魚
の漁獲、陸揚げの禁止が採択された。
"大西洋クロマグロの措置は２００６
年まで継続し、２００５年に開かれるク
ロマグロ管理戦略作業部会第３回会
合の結果をもとに、２００６年に東西ク
ロマグロの資源評価を行い、２００７年
に新しい管理措置を決定する。
【保存管理措置遵守問題】
台湾の大型マグロ延縄漁船による
メバチ漁獲物の付け替え及び台湾、
中国の漁獲量の超過問題に対し、両
国の保存管理措置非遵守に各国が厳
しく非難。両国には超過分の返済が
求められ、台湾はＩＣＣＡＴ措置効
果の滅殺国として特定された。来年
会合で改善がない場合、制裁措置の
対象となる。
【貿易制限措置】
赤道ギニアから大西洋メバチとク
ロマグロ、カンボジアから大西洋メ
バチ、シエラレオネからの大西洋メ
バチとクロマグロとメカジキの禁止
の解除が決まった。

No.9OPRTニュースレター２

ＯＰＲＴも責任をもって
台湾の襟を正させるべき
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漁業、特に大規模漁船漁業に対す
る環境保護団体の批判が最近ますま
す強くなっている。この傾向に対し
て私が懸念するのは、対象資源を乱
獲し、多様な生物を混獲することで
生態系を破壊するというはっきりと
した批判の根底に、漁業（魚食）は、
必要不可欠ではないという誤った認
識があるように思える点である。
漁業が必要不可欠という認識が極
めて薄いことが問題で、不可欠であ
ることを常識としなければいけない
と思う。もっと基本的には、食料を
なるべく自前で確保する事が、どれ
程大事な事かを知る事である。漁業
の存在が、人類の生存のために、真
に必要であるという共通認識を、環
境保護団体を含む一般の人々に共有
させる事ができれば、混獲を無くす
ために漁業を禁止する等という混獲
をめぐる不毛の論議などは減少する
のではないだろうか。この認識をさ
らに広げる事で、漁業と共存余地を
目指す環境保護団体が増えてくるだ

ろう。
また、一般消費者に、自分が食べ
ている魚が何処でどのように獲ら
れ、それを買って食べる事が、どん
な問題を引き起こしているかを知っ
てもらう努力を一層行わなければい
けないだろう。これから書くことは、
我々水産関係者にとっては、至極常
識的なことばかりでとくに新味も無
いが、内外の一般の人が読んで、少
しでも水産の事、魚のことを考えて
もらいたいと思って書く。

◇ ◇ ◇
〈動物性たんぱく質の供給に占め
る水産物の重要性〉
世界の人々が摂取する動物性たん
ぱく質の中で、水産物はどれ程の位
置を占めているのだろうか。
大まかに調べてみた。ＦＡＯの漁業
年報等、公表データから、１９９８～２０
００年について、動物性たんぱく質の
世界生産量は以下の通り。
水産物の総生産量は、１．３～１．４億
"、豚肉が約０．９億"、牛肉が約０．６

億"、鶏肉が０．５～０．６億"、鶏卵が
約０．５億"、牛乳が約４．７～４．９億"
である。牛乳は１００!当たり３!し
かたんぱく質はない。そこで、水産
物・畜肉に換算するために、変換係
数７で割り戻すと約０．７億"となる。
また、鶏卵も１２!しかないので、変換
係数２で割り戻すと０．３億"となる。
そうすると、水産物は動物性たん
ぱく質の中で、約３０％を占める事に
なる。
水産物のうち、２５％はフィシュミ
ールなどの非食用にまわる。それに
しても、大まかにいって、水産物が
動物たんぱく質の１／３とか１／４
を占めることは、水産物が多くの発
展途上国で比較的安価で入手しやす
い重要なたんぱく質資源となってい
ることと考え合わせると、これ無し
で地球上の人類を支えていく事は、
不可能であろう。さらに、水産物の
生産をやめて、その分を畜肉類の増
産でまかなうことは、畜肉類生産が
環境負荷や生産効率において水産物
に劣る事を考えると、とても取り得
る選択ではないだろう。水産物は人
類の生存に不可欠であるということ
は、動物性たんぱく質の需給からみ
て妥当な結論であろう。（つづく）

日本政府は１２月２２日から、正規に
認められた漁船および蓄養場からの
漁獲物のみを国際取引の対象とする
ポジティブリスト対策を強化した。
正規の許可船のポジティブリスト対
策の対象には新たに冷凍のミナミマ
グロを加えたほか、蓄養クロマグロ
においては正規の蓄養場からの漁獲
物のみを国際取引の対象とする貿易
管理措置を始めた。
これらの措置は昨年、１０月、１１月
にそれぞれ開かれたみなみまぐろ保
存委員会（ＣＣＳＢＴ）や大西洋ま
ぐろ類保存国際委員会（ＩＣＣＡＴ）
で決議された内容を受けて実施する
もの。正規の許可船のポジティブリ
ストには、ＩＵＵ（違法、無規制、
無報告）漁船のへの対策として、す
でに冷凍のクロマグロやメバチマグ
ロ、メカジキの３魚種を対象に「正
規許可船リスト対策」を実施してき
ているが、このほど新たに冷凍のミ
ナミマグロを加え、管理措置を強化
していくことになった。

また、蓄養マグロに関しては、昨
年１１月に開かれたＩＣＣＡＴで、「地
中海を中心とする蓄養マグロ事業の
拡大はＩＣＣＡＴの保存管理措置を
損なうもの」として懸念されること
から、加盟各国が蓄養クロマグロの
蓄養場をポジティブリストとして登
録して、正規の蓄養場からのクロマ
グロのみを国際取引の対象とする
「正規蓄養場リスト対策」の導入が
決議し、今回の措置に至った。
クロマグロの正規蓄養場リストお
よびミナミマグロを含む正規許可船
リストは、水産庁ホームページ
（www.jfa.maff.go.jp/tuna/index.htm）
に掲載されている。

ＦＡＯのウミガメの保存と漁業に
関する政府間会合が１１月２９日から１２
月２日までタイ・バンコクで開か
れ、漁業におけるウミガメ死亡の削
減のためのガイドラインを作成し
た。来年３月に開かれるＦＡＯ水産
委員会に勧告する。
会合は、２００３年のＦＡＯ水産委員
会に日本が提唱して開かれたもの。
過激な環境保護団体が数年前からウ
ミガメの混獲などを理由に、公海の

延縄漁業の禁止運動を展開している
のに対抗し、漁業者側が責任ある漁
業推進の一環としてウミガメの混獲
問題についてもしっかり対応してい
こうというねらいがある。
会合には、加盟３５ヶ国などが出席。
ガイドラインは、延縄漁業について
はカメの死亡につながりにくいサー
クルフック（ねむり針＝魚の釣獲率
は変わらないが、針先が内側に向い
てカメの場合は口がかり程度で済む
針）の導入や、混獲されたウミガメ
を死亡させないような扱いや放流の
徹底、さらにエビトロールに導入さ
れているＴＥＤ（ウミガメ混獲回避
装置＝網の途中に金属の板を取り入
れ、金属でカメの網への進入を阻止
しカメだけを網の外に逃がす装置）
使用の促進、刺網や定置網への混獲
回避装置の開発などを盛り込んだ。
また、「この取り組みは、責任ある
漁業実現のために漁業者の主体的な
取り組みが不可欠」との立場で、漁
業者への理解を求める活動や途上国
への支援、社会経済文化的要素の考
慮の必要性などもガイドラインに明
記している。会合では、ガイドライ
ン作成のほか、「ウミガメの保存で
は漁業だけになく産卵地の保護など
幅広い対策が必要」という点につい
ても確認した。

No.9OPRTニュースレター ３

漁漁業業はは人人類類のの生生存存ののたためめ必必要要不不可可欠欠ででああるる提

言 鈴 木 治 郎（遠洋水産研究所浮魚資源部長）

ママググロロ関関連連情情報報
水 産 庁

蓄養マグロとミナミマグロで
ポジティブリスト制度実施

FAO

ウミガメ混獲対策でガイドライン
サークルフック導入促進など

「Dr.シャークのまめ知識」はお休みします
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ＩＣＦＡ（国際水産団体連合）年
次会議が１１月２２～２４日、米国・ハワ
イのホノルルで開催され、マグロ資
源の持続的利用に向けてＯＰＲＴと
その会員の努力を支持する決議を採
択したほか、正当な理由なく漁業活
動を排除しようとする海洋保護水域
設定の阻止などについて共闘してい
くことを決議した。
マグロ延縄漁業については、ＯＰ
ＲＴが世界の大型マグロ延縄船を登
録し、マグロ資源の持続的利用に向
けた「ＦＡＯの責任ある漁業行動規
範」に従って活動している状況が報
告され、太平洋で急拡大する大型巻
網漁船を抑制し、責任あるクロマグ
ロ畜養事業の確立、不合理な反延縄
漁業運動への反対が必要であるとい
う主張に会員から支持が得られた。
ＩＣＦＡは、採択した決議を各国
政府・国際機関などに送付し、その
決議に盛り込まれた主張の反映を図
ることとしている。

!ＩＣＦＡで採択された「国際まぐ
ろ延縄漁業決議」!
食料供給産業としてのマグロ延縄
漁業の重要性ならびにマグロ資源の
持続的利用の確保と責任あるマグロ
漁業の推進に向けて、ＯＰＲＴの下
に結集したマグロ延縄漁業関係者の
努力を考慮し、国際水産団体連合（Ｉ
ＣＦＡ）は、２００４年の年次会合にお
いて、以下決議した。
!マグロ資源の保存管理に関する
ＯＰＲＴとその会員のイニシアチブ
と継続的な努力、とくにＩＵＵ漁業
の廃絶、過剰漁獲能力の削減、混獲
の削減について、これを支持する。
"責任ある「畜養マグロ漁業」、と
くに地中海における責任ある「畜養
マグロ漁業」の実施の必要があるこ
とを認識する。
#とくに太平洋において大型巻網
漁船の急速な増加を抑制する対策を
とることを含め、マグロ資源の持続
的な管理を確保するための措置を導
入する必要があることを認識する。
$マグロ漁業の社会的・経済的貢
献を無視する感情的・非合理的ない
かなる反延縄漁業運動にも反対す
る。
%ウミガメ保存と漁業活動の両立

を確保するために、ＦＡＯと地域漁
業管理機関が行っている努力を支持
する。

マグロを食べて元気な家族！。Ｏ
ＰＲＴの「天然・冷凍・さしみまぐ
ろキャンペーン」が１２月２日から、
全国の魚屋で始まっています。
キャンペーンは、美味しくて安心
して食べられる天然冷凍マグロの良
さとともに、資源の持続的利用に向
けた責任あるまぐろ漁業の実現に取
り組むＯＰＲＴの活動を多くの人に
知ってもらうのがねらいです。全国
の鮮魚小売店が加盟する全国水産物
商業協同組合連合会（全水商連）の
共催のもと、全水卸、全水卸組連、
そして全国消費者団体連絡会（消団
連）にも協力してもらい、全国１万
５，０００店の鮮魚小売店で年内いっぱ
い実施しています。流通・消費者各
団体との連携を主体とした、ＯＰＲ
Ｔとしても初の本格的な消費者向け
キャンペーンです。
中須勇雄ＯＰＲＴ会長は「キャン
ペーンでＯＰＲＴの取り組みや天然

冷凍マグロについて知ってもらえれ
ば」、藤原厚全水商連会長は「マグロ
資源の持続利用は消費者にも小売に
も重要なテーマ」と語り、消団連の
神田敏子事務局長からは「消費者と
のコミュニケーションの場に」と期
待の声が寄せられています。
キャンペーンの幟やポスターが飾
られた、東京・綾瀬駅前の鮮魚店「武
蔵屋」では常連さんがＯＰＲＴに関
心を示し、「ＯＰＲＴのことは全く
知らなかった。ルールを守って獲っ
たマグロなら大歓迎」と話していま
した。同店主人の渋谷正行さんから
は「マグロがなくなっては困る。Ｏ
ＰＲＴにはぜひがんばってほしい」
とエールを送っていただきました。

１１月に開催された大西洋まぐろ類保存国際委員会（ＩＣＣＡＴ）は、台湾漁船の違法行為を重大問題として取
り上げ、厳しい決定を下した。これは、ＮＨＫ等国内の報道機関にも取り上げられ、社会的関心を呼んだ。宮原
ＩＣＣＡＴ議長のインタビューは、生々しく、衝撃的。ＯＰＲＴについても、厳しい指摘を受けた。「責任ある
まぐろ漁業」が、単なる理念でなく、地に足のついた行動となるようにするために、しなければならない事は山
ほどある。国内外の会員の力をさらに結集して、ＯＰＲＴの目的達成に向けて進みたい。マグロについて関心を
持つ皆様の引き続きのご支援をお願いします。（原田）

海 外 ニ ュ ー ス あ れ こ れ
◆タラを食べるのは残酷。中止せよ！
動物の権利擁護団体のＰＥＴＡが英国で手軽な食物として人気の
あるフィッシュアンドチップス（タラのフライとポテトチップス）
を食べるのを中止するよう求めて運動を行っている。
ＰＥＴＡは、これまで主に毛皮を着用することに反対する運動を
行ってきたが、今度は、魚の権利を擁護する運動を始めた。彼らの
言い分は「魚は捕獲される時に苦痛を感じる知的生物であり、その
権利は擁護される必要がある」というもの。これに対し、英国漁業
者協会会長のハードマン氏は「馬鹿げた話だ。なぜ、英国人が昔か
ら食べており、しかも健康にも良い食物を食べることを止めなけれ
ばならないのだ」と言っている。
◆米国の消費者の関心は資源問題と食の安全
米国の消費者が水産物を購入する際に、食品の安全性について関
心を持っていることが、チリ・北米商工会議所の消費者とのインタ
ビュー調査でわかった。特に原産地についての情報についての関心
が、より一層高まっていることが明らかになった。また、米国はチ
リ産のメロを年間１０，０００&輸入しているが、この２年間に輸入量が
急激に減少している。調査報告は、チリでメロが違法に乱獲されて
いる可能性が高いという情報を消費者が知り、買い控えた結果であ
るとしている。米国商務省は違法漁獲物を締め出すために、持続的
な方法で漁獲されたメロであることについて事前に承認を得ること
を輸入業者、流通業者に義務付けており、消費者が安心して消費で
きるような対策を整えている。
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ＯＰＲＴの活動に各国団体が支持表明
ＩＣＦＡ年次会議開催
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１２月いっぱいまで

「武蔵屋」店主の渋谷さん
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